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有用海藻養殖企業化試験(ワカメ養殖試験)

自 的

調査内容と方法

1.調査期間

2.調査場所

3.調 査 項 目

4. 材料と方法

前年に同じ

昭和 38年 4月-3中年 5月

青森市奥内

付) 採苗時期の検討

(ロ) 採苗基質の検討

い)培養養殖適層の把握

(ニ) 産地月Ij種苗の成長比較

(ホ) 収量増った方法の検討

担当者技師高橋邦夫

助手長谷川義彦

採苗器は前年同様の小枠ととれよ bや』大きい中枠(約 2 5cmX 3 ocm)及び長さ 5 日仰の硬

質ビニーノレパイプを上下に配し，クレモナヌはシュロ糸を巻付けたノレン式採箇器を用いて第 1.

2表のとシり採苗，培養，沖出しを行ヮプヒ。

E 調査結果

(1) 採苗適期を知るため 6月 13日， 6月 27日， 7月 16日の 5回採苗し発芽状況をみたが，昨

年度の結果等からみても差は認め難<，胞子放出期間内で差はをいとみて差支え念いようであるo

た Yし，配偶体の細胞数は附着物の多少，種糸の耐久性等K当然、影響を及ぼすため，厳密宏意

味では差が生ずるものと思われる。

(2) クレモナ糸とシ晶ロ糸の発芽状況を比較すると，クレモナ糸がや h良好であった。

(3) 養殖適層を知るため第 1図のように 4層K垂下したが，第 5表K示したように，一般に-浅い所

より深い所が成長が悪い傾向が認められ，前年と同様の結果カヰ専られた。

色彩tてついてみても，水面十て近いほど良好であった。

(4) 第 3.4表K示したように 10， 11， 12月と時期が進むKつれて，発芽階級が低下し，幼芽

も小さく*る異常現象がみられたが， との現象は陸奥湾内他地先でも同様であったo

(5) 産地別種苗による成長，収量の差をみるため，三厩， (津軽海峡〉深浦(日本海)，種差(太平

洋)，宮城県~， 4地区の種苗を養殖したが，芽傷現象Kよb幼芽が消失し，結果は不明であった。

(6) 養殖量増大法の一方法として養成縄を 1m間隔で 4層に張タ養殖を試みたととろ，前述の芽傷

現象で充分左結果は得られをかったが，上層ほど成長，色彩が良好であったο ま?ととれまでの状

況から 4層Kしても現在の施設で充分波浪に耐え得るものと考えられる。

(7) 種苗の分散時すでに 2cm以上の幼芽K在っていた宮城県産の種苗は芽傷みの現象もを〈生長を

続けた。(との生長度を第 5表K示した)叉前年の生長度は第6表の通りであるが，本年度はかを

b生長が遅れ，又，葉体長の最大値が 5月頃現れるのが普通(陸奥酒内十て於て)であるが，本年

度は 5月までの調変範閣では， 5月K最大値がみられた。

N 考察と問題点

芽傷みKよって満足左結果は得られ左かったが，幹縄，単位あた_!?o養殖量を増大する試みとし

て，親縄を 4層に張って養短した結呆，下層の生長はやや惑いが，採算性の向上に役立ことが明ら
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かとなった。 4層のため波浪の抵抗が増し，耐波性の面が懸念されたが.結呆からみて充分耐え得
るものと考えられる。しかし，この点については，ワカメが充分着生した状態で史iご検討の必安が

あろう。
又，ワカメ養5'1./[が発展し，各地で養殖されるよう K在ると，本年度みられたよう左芽傷みが大き

宏問題vct:ることは，ノリ養殖の例からみても明らかであるが，現状では，その原因についても明

らかKされていをいo (一説Kは悪水によるとされている)原因の究明，予防対策等は相当の困難

J予想されるが，ワカメ養殖業の安定化を言十るため，ノリ養殖に習って，対策を確立するととが主

務モ考えられる。

第 1 表 採苗，培養の内訳

¥培¥養方区法¥分 採~ :や司日 採苗場所 成採取実場葉所
成実葉

採苗器内訳 標識番号 蔭干時間 気号 7問)浸漬時間

深浦 小枠 6ク 13DO 14.40 

6.26'ι5 健ケ沢 小枠 7連結 1組 1 7.7 1 6.7 

案内培養 (日本朝 中枠 2ク h・.14.40 -15日日

種差
小枠 5ク

14.0口 10.00 
7.1 8' 6 3 館ケ沢 佳日) 18.9 

C太平滑 角、-10DO -10.70 

小枠 1ク 2432 1320 1425 

6.1 3' 6 3 奥 内 深浦 中枠 5ク 2427 2 0.3 16目2

ノレン 2ク 2431 -1425 -14.55 

中枠 1， ノレン2 2428 (クレモナ) 132日 13.55 
6.27' 63 奥 内 深 j甫 2 1. 8 16.6 

海面培養 中枠 1，ノレン2 2438 (シュロ) _13.55 内 -1420

奥 内 深浦
小枠 1ク 2435 13.10 14.~0 

19.6 
ノレン 2ク 2430 内 -14.30 角 -15.3日

7.1 6' 6 3 j、枠 1ク 2433 13.10 1430 

奥 内 種差 中枠 5ケ 2436 19.6 

1ノνン2ク 2437 
内】~4.3日

内相.1530

第 2 表 沖出し種苗の内訳

採苗月日 沖出月日 種苗内訳 標 識 番 号

6. 26' 63 6. 28・ ιE 小枠連結 1組

6. 26' 63 8目 28' 63 小枠 1ケ 429 

7. 1 8' 63 8. 28' 6 3 ノJ、枠 1ク 2429 

も. 2も・ ι玉 9. 1 2' 63 穏 487ー1

7. 18' 63 '1 1/ 487-3 
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第 5 表 海面培養種苗の発芽状況

伝記哩 1 O. 8' 6 3 11.6' 63  1 2. 4' 6 3 

発芽階級 l:長さ問 巾沼海 発芽階級 長窃1m 巾脚 発芽階級 長調耳 巾仰

A-1 6.26' 6 3 クレモナー 4 0.63 0.30 

シュロ 5 0.7 5 口.40 日 。 。
2 。

クレモナー 一 一 0.25 0.08 

、ンュロ 一 日 日 。
5 1/ クレモナ 2 0.63 0.3口 。 口 日 一

シュロ 一 。 。 D 

4 1/ クνモナ 5 2.00 1.0口 5 1.86 O.守口 一
シュロ 4 1.30 0.6口 日目 25 0.07 。 。 日

5 。 クレモナ 4 1.50 0，7口 0.25 0.0 5 一
シュロ 4 1. 5 0 0.70 日 。 。 。 日 日

ι 切 クレモナ 1 0.40 0.1 2 1 0.25 0.08 

シュロ 2 0.5 0 日目 12 0.25 0.08 日 15 0.05 

7 1/ クレモナー 0.38 日目 20 日 。 日

シュロ 一 0.1 3 0.05 。 日 。
2432 6.13' 63 クレモナー 日.35 0.1日 0.18 日口 5

1/ シュロ 0.15 O.口5 白18 O.口7

2427-1 q クレモナ 5 日80 0.5日 一 一 0.20 O.口7

シュロ 2 0.7 0 0.4日 。 。 日

2428-1 6.27' 6 3 クレモナー 4 2.75 1.00 。 日 。
、ンュロ 一 一

2035 7.16' 63 クレモナ 3 0.25 0.1 3 2 0.75 0.20 日15 0.05 

‘ンュロ 0.25 0.08 1 0.08 0.05 

2433 。1/ クレモナ 2 日8日 0.3日 一 5 

ラ噺
0.08 

‘ンュロ 一 0.57 

発芽階級の平均値 クレモナ2.9 1.9 1.1 

|シュロ 5日 1.0 0.4 

注 @EDは種差産(太平洋)の成実業を用い，その他は深浦産(日本海)の成実葉を用いプヒ。
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第 4 表 沖出し種苗の発芽状況
司ー・ー

民雨空
1 O. 8' 6 3 1 1. 6 'ι 玉 1 2. 4' 6 '3 

発芽階級 長さr:J:'b巾'!Iilt 発芽階級 長さrtiJl巾/jllil発芽階級長吉野況巾仰

429 己.26' 63 8.28' 6 3 クレモノー 一 一 0.75 0.25 。 。 。
シュロ 一 ー 日63 日23 0.25 0.08 

487-1 6.26' 63 9.1 2' 63 クνモナー 一 5 0.20 0.08 0.6 0 口15 

シュロ 0.38 0.20 0.27 0.08 

2429 7.1 8' 6 3 8.28' 63 クレモナー 5 1.0 0 日25 一。 シュロ 4 1.6日 0.80 1.日日 0.23 日 日 。
487-3 7.1 8' 63 9.1 2' 63 クレモナー 4 0.75 0.18 5 1. 1 6 0.39 。 シュロ 5 1.00 日.30 5 1.03 0.5 1 

発芽階級の平均値 クレモナ 2.8 1.3 

シュロ 1.5 1.3 

第 5 表 生長度調査結果

詮塁:1.13' 64 2.2ア64 324 64 4汗下旬 5.15' 64 イ蒲 考

24の1 。目5m 1 8.0C1百 46.6cm 45.3cm 74.8C椛 日7.0C1冗 宮城県産種苗を 12月4日分

2 4 (7_)2 1. 5 m 16.7 34.7 3 0.6 59.4 73.2 散したもの

23の1 日.5m 27.9 61.1 53.3 83.7 守2.4

23の2 1.5m 18.8 52.3 43.6 6 0.0 7 1. 8 

2の1 0.5m 35.2 3 O. 2 49.8 61.2 宮城県産種苗を 1月13日分

2の2 1.5m 52.2 49.2 59.0 57.4 散したもの

2の5 2.5m 46.3 43.4 45目6 46.2 

2の4 3.5m 48.2 47.3 54.8 49.2 

第 6 表 昭和 37年度生長度調査結果

¥妥1¥視週聴査¥月、、日 2.27' 63 3.27' 6 3 

0.5 8 m 7 9. 5 cm 8 8. 2 cm 

1. 5 3 m 7 2. 3 7 9. 4 

2.3 7 m 7 6. 1 8 1. 1 

一 5一 36一 mーし1一一一一7一4.一 5←一一一一80一 1一一一一
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